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この状態で、USB メモリを差し込んだまま、パソコンを再起動すると USB メモリから LINUXが起動します。 


















CentOS 6.x の DVD・CDディスクを用意。雑誌の付録などでも可。最新版でなくてもアップデートするので問
題ない。＜雑誌のディスクを使うことを大いに推奨！＞古いパソコンにインストールする場合は CD の方が有













































DVD ドライブから起動。（パソコンの BIOS バイオスをＤＶＤドライブからブートするように優先順位を確認する。
基本の順位は、 １：フロッピー → ２：CD・DVD ドライブ → ３：ハードディスク ）。 
 
 





































の画面では [矢印キー・Tab キー] を使って [skip] にカーソルを移動させ、 [Enter] キーを押し次へ進
む。 




























































































































[ＩＰアドレス] [ネットマスク] を設定 ・・・・実習時はDHCP
を選択 
 





















































































































































































































































































































































































































































































































































ユーザ名：  library    [エンター] 
パスワード：  library   ［エンター］ 
 
CD などに格納された「xoo」フォルダを home/library に一時的にコピーする。コピーはファイル・ブラウザで
行う。Home/library から /opt へコピーする場合は、rootユーザーでコピーする（次ページ参照） 
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］ $  となっている場合は一般ユーザー（$:ドルマーク） 
］ #  となっている場合は rootユーザー＜スーパーユーザ＞（#:ナンバーサイン） 
 
CenoOS 6.xは一般ユーザーからログインするので、端末を起動すると、最初は $ から始まる 
rootユーザーに変更してインストール作業を行う。 
 
$ su△-△root [エンター]     ⇒  ユーザーを rootにする 
パスワード：*** ［エンター］  ⇒  パスワードを入力 実習では library 
























$ su△-△ root [エンター] ⇒ 
  ユーザーを rootにする 
 
パスワード：***［エンター］ ⇒ 
  パスワードを入力 library 
 
#  ⇒  rootユーザーに変更できた 
 
 
# cp△/home/library/xoo3.zip△/opt ［エンター］ ⇒  /home/library  に あ る  xoo3.zip  を   
/optにコピーする 
# cd△/opt ［エンター］  ⇒ /opt という場所へ移動する 
# ls ［エンター］   ⇒ /opt の場所に何があるか表示する 
 
赤字で xoo3.zip があることがわかる。 
 
# unzip△xoo3.zip ［エンター］ ⇒ xoo3.zip というファイルを解凍（展開）する 
# ls [エンター] ⇒  
 
/optの中に何があるか確認する 
緑色で xoo3 というフォルダが新たに作られたことが確認できる 
 
# cd△xoo3 [エンター]  ⇒ フォルダ xoo3 に移動する（正確には /opt/xoo3 ） 
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1.1.7.4 端末を起動して 0.sh・1.shを実行する 
 




］ $  となっている場合は一般ユーザー（$:ドルマーク） 
］ #  となっている場合は rootユーザー＜スーパーユーザ＞（#:ナンバーサイン） 
 





端末内でコマンドを以下の通り入力する。 ＜ △は半角スペースを表す ＞ 
 
 
$ su△-△root [エンター]     ⇒  ユーザーを rootにする 
パスワード：*** ［エンター］  ⇒  パスワードを入力 実習では library 
#    ⇒  rootユーザーに変更できた 
 
# cd△/opt/xoo3 [エンター]     ⇒  ディレクトリフォルダ /opt/xoo3 へ移動する 








# chmod△775△0.sh  [エンター]   ⇒  0.shに実行権限を与える（実行できるようにする） 
# ./0.sh  [エンター]           ⇒  0.shファイルを実行する 
 
0.sh が正常実行されると、OSが自動的に再起動し、CentOSのログイン画面になる。 






ユーザー名：  library      [エンター] 
パスワード：  library    ［エンター］ 
 
画面上部のメニューから ［アプリケーション］ －> ［システムツール］ －> ［端末］ を選択する 
 
 
$ su△-△root [エンター]     ⇒  ユーザーを rootにする 
パスワード：*** ［エンター］  ⇒  パスワードを入力 実習では library 
#    ⇒  rootユーザーに変更できた 
 
# cd△/opt/xoo3  [エンター]  ⇒  ディレクトリフォルダ /opt/xoo3 へ移動する 
# ls  [エンター]          ⇒  ディレクトリフォルダ内のファイルを表示する 










自動的に 「Firefox」 が起動する。 
 
 
インストールに使用する言語をプルダウンメニューで 「 ja_utf8 」 に変更する。 
Introdaction >> 右側の矢印 ⇒ をクリック 
 
 
一番下の 矢印 ⇒ をクリック 
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項目左の色が全て緑色であることを確認して、 矢印 ⇒ をクリック 
 
データベースユーザ名 ： xoops8 
データベースパスワード ： library 
データベース名 ：  xoops8 
テーブル接頭語 ： xoops8 
 
 
入力して 一番下の 「確認」 右側の 矢印 ⇒ をクリック 
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項目左の色が全て緑色であることを確認して 矢印 ⇒ をクリック 
 
















































項目左の色が全て緑色であることを確認して、 矢印 ⇒ をクリック 
 











































管理者ユーザ名 ：  library 
管理者メールアドレス ：  library@lib.jp  ・・・・ 仮に入力 
管理者パスワード ：  library 
管理者パスワード（再入力） ： library 
タイムゾーン ：   東京 を選択 
 
入力完了後、矢印 ⇒ をクリック






































































この画面が表示されたら、 「firefox」 を終了する。 右上の［×］をクリック 
 
しばらくすると 「firefox」 が再起動する 
 
※ 「firefox」 が再起動した時点で XOOPS・XooNIpsのインストールは完了している 
 




# rm△-rf△/var/www/html/install/ ［エンター］ 
 

















































































































・アイテムの公開ポリシー ＝＞ 自動的にアイテムの公開を承認する  に変更 
・設定終了後、 ［更新］ ボタンをクリックする。 
 
・添付ファイルのダウンロード時のファイル形式 ＝＞ オリジナルのまま  に変更 
・設定終了後、 ［更新］ ボタンをクリックする。 
 

































グループ ： moderator を選択 






















プルダウンメニューから、 システム >> 設定 >> ネットワーク接続 から、 「ネットワーク接続」 画面を表
示、該当のハードウェアを選択して、編集ボタンをクリック。 
 
［IPv4］ タブを表示、「ホスト名」 に変更したい任意の文字列を入力、変更 
方式は手動で、必要データを入力する 







# /etc/rc.d/init.d/network△restart ［エンター］  または  ｓervice△network△restart ［エンター］ 
 
それか、サーバーごと再起動する。「firefox」を起動してインターネットに接続できるか、確認する。
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*---------------------------------------------- 
● OS（CentOS）の rootパスワードの変更 
 
[root@***** ~]# passwd [Enter]  
Changing password for user root.  
New password: 新しいパスワードを入力＋[Enter]  
Retype new password: もう一度新しいパスワードを入力＋[Enter]  










[root@library ~]# passwd△library ［エンター］ 
Changing password for user library. 
New UNIX password: 新しいパスワードを入力する 
Retype new UNIX password: 新しいパスワードを再入力 








● MySQLの root・xoops8のパスワードの変更 
 
MySQL のパスワードを変更する。Root に変更した端末から以下のコマンドを入力（*** へ任意の文字列を
入力）。ｌibraryから変更する例。＜ △は半角スペースを表す ＞ 
 
＜root＞ 














# gedit△/var/www/html/mainfile.php ［エンター］ 
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以下部分を変更 
 
    // Database Password 
    // Password for your database user account 
    define('XOOPS_DB_PASS', 'library'); 
 
変更した xoops8 のパスワードを修正する （*** へ任意の文字列を入力）。 
 
    define('XOOPS_DB_PASS', 'library'); 
    ↓ 





    // XOOPS Virtual Path (URL) 
    // Virtual path to your main XOOPS directory WITHOUT trailing slash 
    // Example: define('XOOPS_URL', 'http://localhost'); 




    define('XOOPS_URL', 'http://localhost'); 
    ↓ 





DNSで名前解決している場合の httpd.conf の修正・確認 
 
ｒootに変更した端末から、 
















# /etc/rc.d/init.d/httpd△restart ［エンター］  または  ｓervice△httpd△restart ［エンター］ 
 
 





































                         ・・・・ など 
 







ホスト名（コンピュータ名） ： library ・・・ ＜実習環境により変わります＞ 















rootユーザーのパスワード ：  library 
一般ユーザーのＩＤ ：  library 




rootユーザーのパスワード ：     library 
XOOPSデータベースの名前（ＵＴＦ８） ：   xoops8 
XOOPSデータベースユーザーのＩＤ（ＵＴＦ８） ：   xoops8 




XOOPS・XooNIps サイト管理者のＩＤ ：   ｌibrary 
XOOPS・XooNIps サイト管理者のパスワード ：  library 
XOOPS・XooNIps サイト管理者のメールアドレス： library@lib.jp (仮設定) 
 






画面上部のメニューから ［アプリケーション］ －> 













］ $  となっている場合は一般ユーザー（$:ドルマーク） 





















［・・・］ $ su△-  [Enter]     △は半角スペース 
パスワード：  ←パスワード入力  [Enter] （なにも表示されない）  library  








［アプリケーション］ －> ［アクセサリ］ －> ［Emacs］ を選択する 
 
ファイルを開くときは［file ⇒ openfile］をクリックして希望のファイルを開く 
保存するときは［save］をクリックする。環境によっては、キーボードの半角/全角キーで全角文字（日本語な






$ emacs ファイル名 
 
で、既存のテキストファイルを編集できるし、新規でテキストファイルも作れる。 




［アプリケーション］ －> ［システムツール］ －> ［ファイル・ブラウザ］ を選択する 
 



















画面上部の 「firefox」アイコン をクリックする 
 







※ Linuxでも Google Chrome は利用できる。   
以下 URLの 32 ビット .rpm（Fedora/openSUSE 用） からダウンロードしてインストールする。 
http://www.google.com/chrome/eula.html?platform=linux&hl=ja 




上部メニューの ［システム］ －> ［設定］ －> ［ネットワークのプロキシ］ を選択 
 
ラジオボタンを 「マニュアルでプロキシの設定を行う」 にチェックを移す 
接続するネットワークの既定の 「ＩＰアドレス」 と 「ポート番号」 を入力する 
［閉じる］ ボタンをクリックする 
 















上部メニューの ［システム］ －> ［シャットダウン］ を選択する 
 

























右上の [×] をクリックする。 
 































ページ下部の 「ユーザメニュー」 内の 「管理者メニュー」 をクリックすると管理メニューに移る 










































⇒ Default theme of XOOPS Cube 2.1 テーマに変更してみましょう 
 
※テーマを変更してログインボタンがなくなってしまった場合は、URLに次のように入力するとログイン画面が
表示される。びっくりしないで・・・＞ http://リポジトリサーバの URL/user.php 
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2.7 XooNIpsのブロック＜xoo版＞ 
 



































どこに表示するか？   上からの順番 
               （左・中央・右）     （数字で指定） 
                 
 
















































































































※ XooNIpsの動かし方詳細は以下 URLで確認してください。＜xoo版＞ 
 
＜XooNIps リポジトリシステム 運用マニュアル 設定・運用編＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?plugin=attach&refer=Documents&openfile=XooNIp
s-ma.pdf 





















































































































定して ［次へ］ をクリックする 
 














































































































［新規アイテム登録］をクリック  ※ここからもインデックス編集は可能 
 
























































※公開用 Indexからデータを取下げるには、編集時に Indexツリーからのリンクを外せばよい。 
※また、一括で公開を取下げる機能、一括でデータを削除する機能もある。 
 






＜XooNIps リポジトリシステム 運用マニュアル 入力編＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?plugin=attach&refer=Documents&openfile=XooNIp
s-ma.pdf 
 
 
＜XooNIps研究会ドキュメントページ＞ 
http://nijc.brain.riken.jp/xoonips/index.php?Documents 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
